
北
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
非
核
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

  
東
西
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
て
十
年
余
り
、
米
ソ
対
立
を
前
提
と
し
た
安
全
保
障
体
制
は
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
世
界
の
趨
勢
は
、
多
国
間

の
信
頼
と
協
調
に
基
づ
く
新
し
い
安
全
保
障
体
制
の
構
築
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
は
朝
鮮
半
島
の
南
北
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、

冷
戦
崩
壊
後
も
対
立
の
構
造
が
根
深
く
残
さ
れ
て
い
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
状
況
も
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
の
流
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
国
に
よ
っ

て
、
総
合
的
な
安
全
保
障
機
構
の
創
設
を
検
討
す
べ
き
で
す
。 

 

東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
す
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
中
心
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
が
存
在
し
、
地
域
の
安
全
保
障
機

能
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を
平
和
な
時
代
と
す
る
た
め
に
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
も
Ａ
Ｒ
Ｆ
に
な
ら
っ
た
多
国

間
の
信
頼
と
協
調
に
よ
っ
て
政
治
経
済
安
全
保
障
な
ど
を
協
議
す
る
場
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。 

 

そ
の
際
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
非
核
化
は
第
一
に
追
求
す
べ
き
課
題
で
す
。
中
南
米
、
南
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
既
に

非
核
地
帯
条
約
が
成
立
し
、
地
球
の
南
半
分
は
非
核
地
帯
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
は
非
核
三
原
則
を
国
是
と
し
、
南
北
朝
鮮
間
で
は
既
に
一
九
九
二
年
に
「
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
」
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル

も
国
連
決
議
に
よ
っ
て
「
非
核
兵
器
国
の
地
位
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
面
、
日
本
、
大
韓
民
国
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
、

モ
ン
ゴ
ル
の
四
か
国
に
よ
る
非
核
地
帯
条
約
の
締
結
を
目
指
し
た
う
え
で
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
ら
の
核
保
有
国
に
対
し
、
こ
の

地
域
へ
の
核
持
ち
込
み
や
先
制
不
使
用
を
約
束
さ
せ
る
な
ど
、
国
際
的
な
認
知
を
求
め
る
の
が
現
実
的
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
子
爆
弾
に
よ
る
悲
惨
な
被
爆
体
験
を
も
ち
、
平
和
憲
法

を
も
つ
日
本
こ
そ
が
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
非
核
化
の
た
め
に
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
関
係
各
国
に
働
き
か
け
る
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

平
成
十
五
年
三
月
十
九
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

花 

島 

貞 

行 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
外
務
大
臣 

あ
て 


